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講座体系（案）

令和6年度（第30期）　にいがた市民大学開設講座体系(案)
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スケジュール（案）

①市民大学開設の目的

・市民の高度で専門的な学習要

求に応える。

・学習の成果を地域に還元し、

誇りを持って自立する市民を育

む。

長期講座が負担と感じる方への学

習機会の提供

学びの循環（自主グループ化）に

つながる講座の提供

①大学コンソーシアム連携講座・前期

8～10回（長期）

⑤夏休み子ども向け特別講座

3回程度

②基本講座・前期

8～10回（長期）

次世代へのアプローチ

専門的の高い学習機会の提供

＜継続＞

①大学コンソーシアム連携講座

前期：8～10回、後期：未定

＜継続＞

②後期ゼミ実施を前提とする長期講座

前期：8～10回、後期：あり

＜継続＞

⑤夏休み子ども向け講座（体験型）

3回程度

＜新設＞

④対面とオンラインのハイブリッド講座

（見逃し配信・秋開催）

5～6回 ※後期なし

＜実施講座案＞

にいがた市民大学のお試し体験

＜継続＞

○公開講座（基本講座内で実施）

「各講座に1講座」にこだわらず設定

資料７

＜新設＞

③対面とオンラインのハイブリッド講座

（見逃し配信）

5～6回 ※後期なし

場所・時間に関わらず受講できる

環境の提供

④基本講座
（ハイブリッド・見逃し配信あり）

5～6回（短期）

＜継続＞

⑥・⑦特別講座（2講座）

3回程度

②基本講座・後期

6回程度

③基本講座
（ハイブリッド・見逃し配信あり）

5～6回（短期）

⑦特別講座

3回程度

①大学コンソ連携講座・後期

6回程度・実施未定

⑥特別講座

3回程度

様々な機関等で講座が開設されている中で、特色ある「にいがた市民大学」として市民の方に継続して受講してもらうため

の実施方法や講座体系とは？

＜市民大学の特色＞

・多様な分野の専門的な内容を体系的に学習する

・前期講座と後期ゼミナールの２部構成

・県内外の著名な講師陣による講義

・後期ゼミナール終了後の自主グループ化の支援（学習成果を地域づくり等へ活かすきっかけづくり）

・新潟という地域を理解し、これからの新潟について考える「新潟学」

③新たな受講者層の獲得に向け

た取り組み

・新潟の将来を担う人材の育成

に向けた学習機会の提供

（学校以外の学びの場の提供、

新潟への愛着と誇りの醸成、学

びのきっかけづくり）

・（全世代）市民大学を認知し

てもらう機会の提供

②受講しやすい環境づくり

・いつでも誰でも学べる多様な

学習機会の提供

・学びやすい受講時期・期間の

設定
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